
 
 
 

令和元年度 事業報告 

（平成 31年 4月 1日～令和 2年 3月 31日） 

 

 

１ 文化の継承及び発展に関する事業 

①県民移動能実施事業（3,000,000 円） 

鑑賞機会の少ない地域に能楽師が出向き、児童・生徒等に生の舞台芸術にふれる

機会を提供した。 

    ＜県民移動能 開催実績＞ 

      開催回数：全２回（10/ 2：珠洲市多目的ホール ラポルトすず） 

（11/12：野々市市立菅原小学校体育館） 

鑑賞者数：５６８人 

 

  ②芸術鑑賞推進事業（4,812,000 円） 

・子どもたちに優れた舞台芸術の鑑賞機会を提供するオーケストラ鑑賞教室、児童 

演劇公演を開催した。（詳細は、別紙１のとおり） 

＜オーケストラ鑑賞教室 開催実績＞ 

全４回、鑑賞者数：２，１００人 

＜児童演劇公演 開催実績＞ 

全１１回、鑑賞者数：４，０１５人 

      ＜合計＞ 全１５回、鑑賞者数：６，１１５人、事業費：2,812,000円 

・県民や観光客に彩り豊かな「いけばな」の鑑賞機会を提供するため、しいのき迎

賓館において、石川県いけばな連盟の各流派週替わりによる「いしかわのいけば

な展示」を実施した。 

＜いしかわのいけばな展示 開催実績＞ 

全４０回（６月７日～３月２４日）、委託費：2,000,000円 

 

③障害者のための文化芸術ふれあい推進事業（977,670 円） 

手で触れて鑑賞できる彫刻展やミニコンサートなど、障害者が芸術文化に親しむ

「ふれてみるいしかわの文化展」を県立歴史博物館において開催した。 

＜ふれてみるいしかわの文化展 開催実績＞ 

      開催期間：１１月１７日（日）～２３日（土・祝） 

入場者数：２，０８６人 

 

④音楽堂公演支援事業（1,690,000 円） 

県立音楽堂において開催する公演等に係るホール等の使用料に対し助成した。 

  ＜助成実績＞ 

      ６件、１，６９０，０００円（詳細は別紙２のとおり） 

 

 

 

決算額 

12,345,985 円 

 



 

⑤子どものための音楽文化推進事業（1,708,860 円） 

子どもを対象とした洋楽・邦楽の解説リーフレットを作成した。 

また、県立音楽堂コンサートホールにおいて、楽器体験やオーケストラクイズなど 

を盛り込んだ初心者でも楽しめるコンサート開催を企画した。 

     ＜子どものための音楽文化推進事業 開催実績＞ 

      ・リーフレット作成部数 ２０，０００部（配布先：県内全小学校等） 

     ※新型コロナウイルス感染症の影響により、３月２７日（金）に予定していたコ 

ンサートの開催を中止。 

 

⑥国民文化祭派遣事業（157,455 円） 

新潟県で開催された国民文化祭に参加する文化団体に対し旅費を助成した。 

    ＜助成実績＞  

     助成団体数：３団体、助成額：１５７，４５５円 

団  体  名 所在地 助成額 

日本麻雀連盟石川県本部 金沢市 40,520 円 

石川県かるた協会 金沢市 4,855 円 

石川県民謡協会 小松市 112,080 円 

 

 

２ 文化の振興を担う人材の育成に関する事業 

①伝統芸能技能向上支援事業（9,771,773 円） 

金沢の三茶屋街の芸妓が、家元等からの指導を受け、伝統芸能のさらなる技能の向 

上に努めるための奨励金を交付した。 

＜奨励金交付実績＞ 

  交付者数：４１人、交付額：９，７６０，０００円 

交付先：三茶屋街の各芸妓 

区   分 交付者数 交 付 額 

ひがし茶屋街 １４人 3,360,000 円 

にし茶屋街 １７人 4,000,000 円 

主計町茶屋街 １０人 2,400,000 円 

    ＜奨励金交付式＞ 

      ５月１０日（金） 県庁（出席者：三茶屋街の代表者５名） 

 

②芸妓の技能向上事業（3,750,000 円） 

芸の披露の場を創出し、芸妓の技能の向上と継承を図るため、県立音楽堂和室に

おいて開催された「金沢芸妓の舞」に対し、助成した。 

      ＜金沢芸妓の舞 開催実績＞ 

       開催回数：全２３回（１０月７日（月）～２月９日（日））  

       内  容：金沢芸妓による踊りや太鼓の披露、お座敷遊びの体験 

    入場者数：１，３０５人 

 ※新型コロナウイルス感染症の影響により、全３０回公演中、３月の公演７回

を中止。 

 

決算額 

16,838,001 円 

 



 

③いしかわの能楽鑑賞事業（3,316,228 円） 

県立能楽堂において定期的に能を上演・鑑賞する機会を提供する「観能の夕べ」

を開催した。また、公演前に能楽師による能楽の体験（謡、仕舞、楽器等）を実施

した。 

＜観能の夕べ(夏季) 開催実績＞ 

開催回数：全９回 （７月６日（土）～８月３１日（土）） 

入場者数：２，３６１人（うち能楽体験参加者 １８０人：８回） 

     ＜冬の観能の夕べ 開催実績＞ 

開催回数：全４回 （１月１１日（土）～２月８日（土））  

入場者数：１，２３５人（うち能楽体験参加者 ８４人：４回） 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、全５回公演中、２月の公演１回を 

中止。 

     ＜合計＞ 

      観能の夕べ：全１３回 

入場者数：３，５９６人（うち能楽体験参加者 ２６４人：１２回） 

 

 

３ 文化情報の収集及び発信に関する事業 

①文化情報発信事業（2,214,040 円） 

基金ホームページ（http://www.ishikawabunka.jp/）にいしかわジュニアアートステ

ージ等の動画を掲載するなど内容を充実した。 

＜アクセス件数 実績＞ 

  １５６，２２４件 

 

    ②石川コレクション（仮称）整備事業（23,088,179 円） 

    石川県を代表する伝統文化及び、その礎である里山里海・生物文化多様性に関する 

図書・資料等を購入した。 

 ＜石川コレクション（仮称） 購入実績＞ 

    ４，０８０冊 

 

 

４ 文化財等の保護等への支援に関する事業 

・文化財保存修復促進事業 

文化財保存修復工房を利用して行う文化財の修復事業に対し助成した。 

＜助成実績＞ 

     助成件数：５件（国指定重要文化財：成巽閣（内部壁貼付修理）ほか） 

助 成 額：８３３，０００円 

 

 

 

 

 

 

決算額 

25,302,219 円 

 

決算額 

833,000 円 

 



 

 

５ 県民の自発的な文化活動への支援に関する事業    

・文化活動支援事業及び若手芸術家活動支援事業（公募助成事業） 

公募により、県内を拠点に活動する文化団体及び県内文化団体に所属する概ね４０歳 

未満の若手芸術家が実施する文化活動に対し、助成した。 

  ＜認定実績＞ 

区   分 助成団体（件）数 認定額 決算額 

 

文化活動

支援事業 

文化創造 

普及事業 

22団体、22件 47,809,000円 47,771,000円 

地域文化 

活性化事業 

17団体、17件 20,013,000円 19,869,000円 

若手芸術家活動支援事業  12団体、 12件 2,325,000円 2,125,000円 

合    計 51団体、51件 70,147,000円 69,765,000円 

       ※詳細は、別紙３及び別紙４のとおり 

 

   令和２年度分の公募を９月３０日（月）～１月１４日（火）まで実施し、２月 

１７日（月）の選考委員会を経て、３月２４日（火）に５５件の事業を認定した。  

    ・公募助成事業説明会 計４回、参加者数：５６名 

１１月８日（金） 能登中部保健福祉ｾﾝﾀｰ、 １１月９日（土） いしかわ総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ、 

１１月１１日（月） 奥能登総合事務所、  １１月１２日（火） 小松合同庁舎 

    ・募集要網、リーフレット、チラシ作成  

募集要網：３,０００部 リーフレット：４,５００枚 チラシ：４,０００枚 

 

 

 

 

公益目的事業（１～５） 合計 

決算額 

70,543,502 円 

 

決算額 

125,862,707 円 

 


